
人
口
増
に
向
け
た
定
住
支
援
策

介
護
相
談
員
派
遣
事
業 

林は
や
し

　
恒つ

ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ぐ
る
り
ん
の
路
線
体
系
と
見
直
し

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

時と
き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

健
康
人
た
か
さ
き
を
目
指
す
に
は

箕
輪
城
の
歴
史
的
価
値
と
人
物

木き
む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
伊
直
政
像
の
建
立
を

ぐ
る
り
ん
の
模
様
替
え

後ご
か
ん閑 

賢け
ん
じ二

（
新
風
会
）

林
道
の
危
険
箇
所
総
点
検

道
路
管
理
と
管
理
責
任

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

平

和

教

育

高
崎
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

障
が
い
者
の
就
労
サ
ポ
ー
ト
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

地
域
防
災
体
制
の
成
果
と
課
題

高
崎
ア
リ
ー
ナ
開
館
に
伴
う
課
題

高た
か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

（7） （6）

質
問　

台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
る
井

野
川
や
染
谷
川
の
水
位
の
上
昇
に
対

す
る
成
果
と
今
後
の
課
題
は
。

答
弁　

井
野
川
の
河
川
管
理
者
で
あ

る
県
に
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
依
頼
し
、

本
市
も
発
生
土
砂
を
受
け
入
れ
る
な

ど
連
携
し
て
お
り
、
豪
雨
時
の
河
川

の
水
位
上
昇
が
明
ら
か
に
抑
制
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
河
川
整

備
の
早
期
実
施
を
県
に
働
き
か
け
、

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

質
問　

高
崎
ア
リ
ー
ナ
開
館
後
、
中

央
体
育
館
の
解
体
時
期
や
利
用
者
へ

の
周
知
な
ど
の
対
応
は
。

答
弁　

昭
和
38
年
に
建
設
さ
れ
た
中

央
体
育
館
は
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
に
利
用
さ
れ
、
今
で
も
年
間

６
万
人
が
利
用
し
て
い
る
。
今
後
、

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
建

設
日
程
の
詳
細
が
決
定
後
、
閉
館
時

期
を
決
め
利
用
者
に
周
知
し
て
い
く
。

質
問　

城
南
野
球
場
隣
接
の
立
体
駐

車
場
の
管
理
や
料
金
に
つ
い
て
、
高

崎
ア
リ
ー
ナ
地
下
駐
車
場
と
の
関
係

は
。
ま
た
、
野
球
場
や
プ
ー
ル
な
ど

体
育
館
以
外
の
利
用
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁　

管
理
方
法
や
料
金
は
、
高
崎

ア
リ
ー
ナ
と
管
理
体
制
を
同
一
に
し
、

低
料
金
に
す
る
な
ど
よ
り
効
率
的
な

方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
野

球
場
を
は
じ
め
城
南
地
区
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
駐
車
場
に
も
活
用
予
定
で

あ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
も
含
め
総

合
的
に
利
用
基
準
を
考
え
て
い
く
。

質
問　

徳
川
家
臣
の
筆
頭
と
し
て
箕

輪
城
主
と
な
り
、
高
崎
城
を
築
城
、

こ
の
地
を
高
崎
と
命
名
し
た
井
伊
直

政
公
は
、
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
お

ん
な
城
主
直
虎
」
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
箕
輪
城
址
や

市
役
所
前
庭
に
井
伊
直
政
公
の
銅
像

を
建
立
で
き
な
い
か
。

答
弁　

箕
郷
地
域
の
住
民
に
は
井
伊

氏
よ
り
も
箕
輪
城
を
築
城
し
た
長
野

氏
の
認
知
度
が
高
い
。
銅
像
建
立
は
、

設
置
機
運
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ
て

考
え
ら
れ
て
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

小
栗
上
野
介
公
が
倉
渕
に
建

築
を
予
定
し
て
い
た
家
が
前
橋
市
総

社
町
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
家
を
移

築
し
、
小
栗
記
念
館
と
で
き
な
い
か
。

答
弁　

小
栗
公
は
邸
宅
の
建
築
を
計

画
し
て
い
た
が
、
完
成
す
る
こ
と
な

く
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
準
備
し
た

木
材
は
他
の
人
の
手
に
渡
り
、
前
橋

市
に
現
存
す
る
民
家
と
の
説
が
あ
る
。

必
ず
し
も
大
事
な
文
化
財
と
言
え
ず
、

現
状
で
は
移
築
計
画
は
な
い
。

質
問　

全
国
各
地
で
は
観
光
宣
伝
バ

ス
が
多
く
運
行
さ
れ
て
い
る
。
ぐ
る

り
ん
を
模
様
替
え
し
、
観
音
山
線
に

観
音
様
、
少
林
山
線
に
だ
る
ま
を
ラ

ッ
ピ
ン
グ
す
る
考
え
は
。

答
弁　

ぐ
る
り
ん
の
主
た
る
目
的
は

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
で
あ

る
が
、
行
き
先
が
わ
か
り
や
す
く
、

観
光
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
車
両
と
な
る
よ

う
引
き
続
き
研
究
し
た
い
。

倉賀野古商家おもてなし館箕輪城跡に立つ石碑

質
問　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

お
け
る
協
議
体
立
ち
上
げ
な
ど
の
取

り
組
み
状
況
は
。

答
弁　

協
議
体
発
足
の
た
め
、
26
か

所
あ
る
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

を
一
つ
の
単
位
と
し
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
協
議
体
へ
の
移
行
は
、
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
選
出
も

含
め
、
住
民
主
体
で
決
め
て
い
く
。

群
馬
地
域
で
は
、
４
地
域
で
勉
強
会

を
開
催
し
、
結
果
２
つ
の
協
議
体
と

な
っ
た
。
現
在
６
か
所
で
協
議
体
が

発
足
、
13
地
域
で
勉
強
会
を
重
ね
て

い
る
。

質
問　

協
議
体
と
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
の
関
係
は
。
ま
た
、
今
後

の
運
営
体
制
は
。

答
弁　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高
齢

者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
職
員

を
配
置
し
て
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、

民
生
委
員
の
多
く
は
地
域
住
民
の
一

人
と
し
て
協
議
体
に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
協
議
体
に
よ
る
支
援
は
、
互

助
を
基
本
と
す
る
が
、
必
要
経
費
に

質
問　

か
か
り
つ
け
薬
局
や
か
か
り

つ
け
ド
ク
タ
ー
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
大
事
で
あ
る
が
、

現
状
と
協
力
体
制
は
。

答
弁　

市
内
に
は
、
処
方
箋
を
扱
う

薬
局
が
約
１
５
０
あ
り
、
薬
物
乱
用

防
止
活
動
へ
の
参
加
や
24
時
間
３
６

５
日
の
医
薬
品
販
売
体
制
を
整
備
し

た
。
ま
た
、
医
科
診
療
所
が
約
３
５

０
、
歯
科
が
約
２
０
０
あ
り
、
夜
間

休
日
急
病
診
療
所
や
休
日
応
急
歯
科

診
療
所
の
運
営
、
乳
幼
児
の
健
診
、

各
種
が
ん
検
診
等
を
委
託
し
て
い
る
。

質
問　

箕
輪
城
に
係
る
歴
史
上
の
人

物
は
。
ま
た
、
観
光
資
源
と
し
て
ど

う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

真
田
信
繁
の
祖
父
の
幸
隆
は

長
野
業な

り
ま
さ政
に
預
け
ら
れ
、
一
時
期
箕

輪
城
に
居
住
し
て
い
た
。
幸
隆
は
武

田
氏
時
代
の
箕
輪
城
に
も
在
藩
し
て

お
り
、
こ
の
時
代
の
縄
張
り
は
真
田

氏
に
よ
る
と
の
見
方
も
あ
る
。
新し

ん
か
げ陰

流り
ゅ
う

の
開
祖
で
剣
聖
と
呼
ば
れ
た
上
泉

信
綱
は
、
長
野
業
政
と
業な

り
も
り盛
に
仕
え

は
補
助
金
の
支
出
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
全
市
的
に
必
要
と
な
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
付

け
る
。

質
問　

障
が
い
者
就
労
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の
活
用
実
績
は
。

答
弁　

職
場
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
し
職
場
適
応
の
き
め
細
か
な
支
援

を
す
る
も
の
で
、
昨
年
度
の
実
績
は
、

県
全
体
で
73
件
、
市
内
14
件
で
あ
る
。

て
お
り
、
箕
輪
城
落
城
後
に
は
武
田

信
玄
か
ら
の
任
官
要
請
を
断
っ
た
。

ま
た
、
日
本
１
０
０
名
城
の
記
念
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
全
国
か
ら
観
光

客
が
年
間
５
０
０
０
人
以
上
訪
れ
る
。

地
元
梅
農
家
が
開
発
し
た
箕
輪
城
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
梅
し
ょ
う
ゆ
が
お
土
産

と
し
て
人
気
で
あ
る
。
今
後
も
観
光

資
源
の
大
き
な
核
と
位
置
付
け
、
誘

客
を
図
り
た
い
。

質
問　

里
山
元
気
再
生
事
業
の
実
績

は
。
ま
た
、
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金

事
業
に
よ
る
管
理
は
５
年
間
の
期
限

付
き
だ
が
、
そ
の
後
も
継
続
し
た
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　

昨
年
度
ま
で
で
12
・
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
里
山
林
等
が
整
備
さ
れ
、

現
在
７
地
区
３
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
分

が
基
金
を
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、

県
の
動
向
に
も
注
視
し
、
継
続
的
な

支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

質
問　

道
路
へ
の
倒
木
や
落
石
に
対

す
る
安
全
管
理
と
、
民
地
か
ら
の
倒

木
や
落
石
に
対
す
る
管
理
責
任
は
。

答
弁　

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
、
危
険
箇
所
へ
の
迅
速
な
対
応
で

安
全
管
理
に
努
め
て
い
る
。
民
地
の

樹
木
に
よ
る
事
故
の
管
理
責
任
は
状

況
に
よ
る
が
、
道
路
へ
大
き
く
張
り

出
す
な
ど
不
適
正
な
管
理
の
場
合
、

所
有
者
や
道
路
管
理
者
に
も
責
任
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
。

質
問　

榛
名
湖
畔
で
来
年
度
開
始
の

自
然
体
験
学
習
の
名
称
や
実
施
期
間
、

宿
泊
数
は
。
ま
た
、
養
護
教
諭
は
引

率
す
る
の
か
。

答
弁　

施
設
名
は
児
童
や
市
民
が
想

像
し
や
す
い
榛
名
湖
荘
と
し
、
事
業

名
も
高
崎
市
榛
名
林
間
学
校
と
し
た
。

小
学
５
年
生
が
対
象
で
夏
休
み
を
除

く
５
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
で
お
お

む
ね
１
泊
２
日
で
実
施
す
る
。
ま
た
、

養
護
教
諭
が
子
ど
も
た
ち
の
引
率
を

実
施
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

質
問　

高
崎
市
緊
急
創
生
プ
ラ
ン
で

は
、
２
０
２
５
年
に
人
口
40
万
人
を

目
指
し
て
い
る
。
住
む
た
め
の
場
所

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
が
、
新
た
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
な
く
て
済
む
既

存
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
の
有
効
活
用

に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
。
そ
の
視
点

か
ら
の
定
住
支
援
策
の
検
討
は
。

答
弁　

既
存
住
宅
の
質
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
や
空
き
家
の
有
効
活
用
、

不
動
産
業
者
が
担
っ
て
い
る
中
古
住

宅
市
場
の
活
性
化
が
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。
市
で
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
住
環
境

改
善
助
成
事
業
や
、
中
古
住
宅
の
改

修
費
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
空
き

家
緊
急
総
合
対
策
事
業
を
積
極
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
不
動
産
業
者
へ

の
周
知
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

市
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
利
用
者
の
不
安
や
疑
問
を
解
消

す
る
た
め
、
施
設
に
介
護
相
談
員
を

派
遣
し
て
い
る
が
、
今
後
の
展
開
は
。

答
弁　

現
在
、
利
用
者
の
苦
情
や
相

談
は
、
市
の
指
導
監
査
課
が
定
期
的

に
介
護
施
設
に
訪
問
し
実
地
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
介
護
相
談
員
派
遣
事

業
は
、
県
内
で
も
８
市
町
村
が
実
施

し
て
い
る
の
み
で
定
着
し
て
い
な
い

た
め
、
10
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し

た
い
。
終
了
後
は
、
意
欲
あ
る
介
護

相
談
員
に
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
に
お
け
る
勉
強
会
や
協
議
体
等

へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
。

質
問　

平
和
が
当
た
り
前
の
今
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
教
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
小
・
中
学

校
で
の
平
和
教
育
の
現
状
は
。
ま
た
、

平
和
教
育
の
課
題
や
市
の
考
え
は
。

答
弁　

副
読
本
で
戦
争
体
験
の
手
記

な
ど
を
学
習
、
平
和
作
文
集
の
作
成

や
平
和
美
術
展
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
戦
争
体
験
者
が
年
々
減
少
す

る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
動
画
や
写

真
等
の
資
料
を
効
果
的
に
掲
示
す
る

な
ど
、
平
和
教
育
の
工
夫
を
進
め
る

質
問　

浜
川
地
域
で
６
月
に
開
催
さ

れ
た
ぐ
る
り
ん
説
明
会
の
内
容
は
。

答
弁　

区
長
や
住
民
団
体
主
催
の
公

共
交
通
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会
で
、

地
域
交
通
課
の
職
員
が
講
師
と
し
て

公
共
交
通
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
現

状
な
ど
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問　

現
在
、
ぐ
る
り
ん
の
路
線
は

高
崎
地
域
と
支
所
地
域
で
区
分
け
さ

れ
て
い
る
が
、
規
定
に
基
づ
く
路
線

体
系
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

路
線
見
直
し
の
考
え
は
。

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
世
界
を
見
詰

め
、
平
和
の
実
現
を
目
指
す
子
ど
も

た
ち
の
意
欲
や
態
度
を
育
成
し
た
い
。

質
問　

開
館
し
て
１
年
と
な
る
倉
賀

野
古
商
家
お
も
て
な
し
館
の
成
果
は
。

答
弁　

開
館
以
前
は
観
光
客
が
ト
イ

レ
や
休
憩
場
所
に
苦
慮
し
た
が
、
現

答
弁　

地
域
の
特
性
や
移
動
需
要
を

踏
ま
え
て
、
各
支
所
地
域
の
検
討
小

委
員
会
で
の
意
見
を
参
考
に
各
地
域

で
運
行
す
る
路
線
編
成
と
な
っ
た
。

路
線
の
見
直
し
に
は
地
域
の
方
や
有

識
者
の
意
見
も
貴
重
な
判
断
材
料
で

あ
り
、
利
便
性
の
向
上
や
利
用
促
進

在
は
湯
茶
の
飲
め
る
休
憩
所
と
し
て

好
評
で
、
来
館
者
数
は
約
３
２
０
０

人
あ
っ
た
。
今
後
も
観
光
客
や
地
域

の
方
が
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

施
設
運
営
を
目
指
し
た
い
。

質
問　

集
客
施
設
や
施
設
周
辺
経
路

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

高
崎
ア
リ
ー
ナ
や
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
、
城
南
立
体
駐

車
場
等
の
集
客
施
設
は
、
国
の
ハ
ー

ト
ビ
ル
法
や
県
条
例
の
基
準
、
障
害

者
団
体
な
ど
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
る
。

集
客
施
設
を
結
ぶ
ル
ー
ト
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

を
目
指
し
、
全
路
線
を
検
証
し
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

の
活
動
が
地
域
に
浸
透
し
、
業
務
量

が
増
え
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
課
題

に
対
す
る
セ
ン
タ
ー
の
増
設
や
配
置

換
え
を
含
め
た
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

現
在
、
平
均
で
３
人
を
超
え

る
専
従
職
員
の
配
置
で
対
応
し
て
お

り
、
今
ま
で
以
上
に
基
幹
型
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
後
方
支
援
の
充
実
や
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
３
年
間
の
総

合
評
価
を
踏
ま
え
、
活
動
区
域
や
配

置
変
更
を
検
討
し
た
い
。

まめ知識●
●
里山元気再生事業（P6参照）
セルフメディケーション

有害鳥獣が出没しにくい環境整備と里山の元気再生のため、竹やぶの整備や里山の下草刈りなどを行う地域に補助金を交付する市の事業。
自分自身の健康に責任を持ち、軽い病気やけがを医師の治療を受けることなく、薬局などで薬を買って自分で手当てすること。

まめ知識●生活支援体制整備事業 介護保険法の改正により創設され、平成30年までに全国の市町村が取り組むこととなっている。市全域と日常生活圏域
それぞれに協議体と生活支援コーディネーターを配置し、地域の実情に応じた多様なサービスの仕組みづくりを行う。

P7参照


